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第３次静岡県がん対策推進計画の進捗状況

(静岡県健康福祉部医療局疾病対策課)

１ 概 要
平成30年３月に策定した「第３次静岡県がん対策推進計画」の令和４年度における全体目
標及び個別目標の進捗状況について取りまとめました。

２ 進捗状況（取りまとめ表）

＜全体目標＞

｢がんを患う県民を、減らし、見つけ、治し、支える静岡県｣

＜目標達成のため４つの柱＞

Ⅰ がんの予防と早期発見の推進
Ⅱ 患者一人ひとりに合わせたがん医療の実現
Ⅲ がん患者とその家族の安心できる暮らしの支援
Ⅳ 将来につながるがん対策の基盤づくり

(1) 全体目標を達成するための各数値目標における進捗状況

目標 項目 基準値 最新値
目標値

（令和５年）

目標１

喫煙する県民の割合

を減らします。

男女合わせた成人の

喫煙率

（喫煙習慣のある人

の割合）

20.1％

（平成28年）

18.6％

（令和元年）

12％

(令和４年)

目標２

がんが早期に見つか

る県民を増やします。

がん検診のある５つ

のがんの県内の罹患

者のうち、上皮内がん
1及び限局がん2の罹

患者の占める割合

胃がん 51.7％

肺がん 30.6％

大腸がん 44.9％

乳がん 61.4％

子宮頸がん 78.3％

（平成25年）

胃がん 56.9％

肺がん 36.2％

大腸がん 56.8％

乳がん 65.4％

子宮頸がん 79.9％

（令和元年）

胃がん 60％

肺がん 40％

大腸がん 55％

乳がん 70％

子宮頸がん 85％

目標３

がんで亡くなる県民

の増加を抑えます。

県内の年間がん死亡

者数

10,721人

（平成28年）

10 920人

（令和３年）

11,800人

推計値は12,000人

であるため200人減

目標４

がんで亡くなる県民

の地域差を減らしま

す。

対県標準化死亡比3

最大の地域と最小の

地域の比較倍率

1.36倍

（平成23～27年）

1.29倍

（平成28～令和２年）
1.20倍

目標５

がんで仕事を辞める

県民を減らします。

働いている県民のう

ちがんと診断されて

から依願退職又は解

雇となった者の割合

34.6％

（平成25年）
－ 30.0％未満

1 上皮内がん：上皮内腫瘍とも呼ばれ、がん細胞が臓器の表面を覆っている上皮までにとどまっているがんのこと。
2 限局がん：最初に発生した原発部位から広がっておらず、限られた狭い範囲にのみ発生しているがんのこと。
3 標準化死亡比：県の死亡率をある市町に当てはめた際に計算されるその病気による死亡者数と、その市町でのその病気による実際

の死亡者数を比較したもの。数値が100より大きい場合は、県よりもその病気による死亡者が多いといえる。
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⇒ 数値目標の各項目における最新値が未更新のものがありますが、目標２については、令

和元年の最新値では、がん検診の受診率向上と精度管理の推進によって、検診のある５が

んに罹患した県民のうち、早期がんの段階で見つかった人の割合は、５がんとも基準値を

上回り、大腸がんは目標値に達しております。

目標３の「県内の年間がん死亡者数」は、令和３年年次推計死亡者数である11,492人

を大幅に下回り、また、前年報告値の10,960人から40人減少するなど、確実に数値は改

善しております。

目標４の「対県標準化死亡比」は、昨年度報告値の1.29倍から増減はありませんが、

基準値と比較しますと0.07ポイント減少しており、目標値には達していないものの、が

んによる死亡率の地域差が是正されています。

未更新の項目を除きますと、最新値は、全体として改善しておりますが、各項目とも

目標値の達成に向けて、本計画に定める各種施策の取組を強化していく必要がありま

す。

【目標４の参考図】

（計画策定年）（平成23～27年）1.36倍（熱海122.9/浜松市90.5）

（令和４年度）（平成28～令和２年）1.29倍（熱海118.5/浜松市92.0）

目標６

県内各学校で適切

ながん教育を実施しま

す。

学校保健計画に位置

づけたがん教育を実

施した小学校・中学

校・高等学校の割合

7.3％

（平成29年）

37.3％

（令和２年）
100％

全県より有意に多く110以上
全県より有意に多い
全県と同程度
全県より有意に少ない

2011～15年
県内各保健所管内別
男女計
全部位がん
標準化死亡比

熱海
122.9

東部
105.8

賀茂
112.3

御殿場
104.1

富士
107.0

静岡市
102.6

中部
96.7

西部
92.4

浜松市
90.5

県内年間平均死亡者数

10,414人
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(2)各戦略の数値目標（計 22）について基準値からの進捗状況

※ 評価不能は、最新統計未更新による

３ 具体的な戦略の状況

Ⅰ がんの予防と早期発見の推進

１ たばこ対策の強化

（令和４年度の取組等）

■ 喫煙防止対策として、禁煙治療ができる医療機関や禁煙支援薬局等の情報収

集・提供、保健指導従事者や事業所担当者等に対する禁煙支援に関する研修会の

開催、地域薬剤師会と連携した薬局における禁煙相談を推進しました。

また、世界禁煙デー・禁煙週間、禁煙の日等を中心に、ＳＮＳ等を活用し、喫煙

による健康への害や禁煙について啓発しました。

■ 「健康増進法の一部を改正する法律」（令和２年４月１日全面施行）及び「静岡

県受動喫煙防止条例」（平成 31 年４月１日全面施行）に基づく受動喫煙防止対策

について周知普及を図るとともに、受動喫煙防止コールセンターを設置し、各種

施設における対策の徹底に向けた相談対応、助言指導をしました。

■ 静岡がんセンターでは、県内全ての小学校５年生に喫煙防止（防煙）に関する

新しい下敷きを配布しました。

■ 県内全ての小学校の５年生又は６年生、中学生及び高校生を対象とした薬学講

座を、421 校（対象校数は 920 校）で開催し、学校薬剤師等により、たばこの害等

について、知識の普及を図っています。

■ 県教育委員会では、がん教育を通じ、小学生、中学生、高校生に対し、たばこの

害等について指導するとともに、喫煙防止教育を推進しました。

（目標への進捗状況）

○ 喫煙により補導される学生の減少を目指します。

出典：「丘の子どもたち」静岡県警察本部生活安全部少年課

区 分 令和４年度

目標達成 ３

目
標
未
達
成

数値改善 ４

現状維持 ５

数値悪化 １

評価不能※ ９

計 ２２

項目
基準値

(平成 28 年）

最新値

(令和３年)

目標値

（令和５年）
進捗状況

喫煙により補導される

学生の人数
1,269 人 751 人 300 人

最新値未更新に

より評価不能

肺がんの年齢調整罹患率（10 万人あたり）
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⇒ 喫煙により補導される学生の人数は、基準値からは減少しているものの、目標値

には達していないため、更なる減少を目指し、関係機関及び関係団体と連携して、

喫煙が健康に及ぼす悪影響についての知識の普及啓発を行い、若い世代へのたば

この害等に関する理解を進めます。

○ 肺がんの年齢調整罹患率430 以下を目指します。

出典：静岡県がん登録

⇒ 関係機関と連携のうえ、喫煙防止・受動喫煙防止対策を推進し、肺がんの年齢調

整罹患率の改善を図ります。

２ 生活習慣の改善

（令和４年度の取組等）

■ 食育月間（６月）、食育の日（毎月 19 日）、健康増進普及月間（９月）等に、県

民の食生活の改善を促す普及啓発キャンペーン等を実施しました。

また、市町、食生活推進協議会等の団体への支援、協働した取組を実施するほか。

保健指導や健康相談等による適切な支援に向けた保健指導従事者等への研修を行

いました。

更に、働き世代を対象として、社員食堂やスーパーマーケット等での「しずおか

健幸惣菜」の提供促進、企業と連携した県民の野菜摂取を増やす取組を行いました。

３ がんの原因となる感染症対策の推進

（令和４年度の取組等）

■ 肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業（平成 30 年 12 月開始）による医療費の

助成を行いました。

■ 静岡県肝炎医療コーディネーター5更新研修会を開催しました。

■ 静岡がんセンターでは、県民向け公開講座 静岡がんセンター公開講座 2022 に

おいて、「知りたい！聞きたい！がん医療」と題し、がんの最新治療等について、

Web 方式で講演を行いました。（全７回）

（目標への進捗状況）

○ Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査の受検者数を増やし、陽性者を発見して医療につな

げることで、肝がんの罹患者数を減少させます。

項目
基準値

（平成 25 年）

昨年度報告
（平成 30 年）

最新値
（令和元年）

目標値
（令和５年）

進捗状況

肺がんの年齢調整罹患

率 4(10 万人あたり)
37.2 37.4 37.8 30 以下 数値悪化

4 年齢調整罹患率：高齢化の影響等により年齢構成が異なる集団の間で罹患率を把握したり、同じ集団の罹患率の年次

推移を見るため、集団全体の罹患率を基準となる集団の年齢構成（基準人口)に合わせた形で算出した罹患率。
5 肝炎医療コーディネーター：市町村の保健師、地域の医療機関の看護師、職域の健康管理担当者等のうち、肝炎ウイ
ルス検査陽性者のフォローアップや受診勧奨等の支援を地域や職域において中心となって進める者のこと。
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出典：特定感染症検査等事業実績報告(H28,R 元,R2)、健康増進事業実績報告(H28)、地域保

健・健康増進事業報告(R 元,R2)

⇒ 肝炎ウイルス検査の受検が進むほど受検対象者（未受検者）は減少することか

ら、第３期静岡県肝炎対策推進計画の中間見直しに伴い、平成 28 年の数値以上の

維持を目標としました。

引き続き、第３期静岡県肝炎対策推進計画に基づき、肝炎に関する普及啓発、肝

炎ウイルス感染予防の推進、肝炎ウイルス検査の受診勧奨、肝炎ウイルス検査陽性

者に対する専門医への受診勧奨等を着実に進める必要があります。

４ がん検診の受診率向上と精度管理の推進

（令和４年度の取組等）

■ 静岡県対がん協会と協力し、各市町の健康イベント等において、がん検診を受

診することの必要性を県民に訴えたほか、乳がん自己検診法講習会や巡回指導等

も併せて実施しました。

■ 協定企業・団体と協働し、金融機関や小売業等、店頭でのリーフレット配付や

がん検診受診キャンペーンによる啓発活動を推進しました。

■ ９月に「がん征圧大会」を開催し、広く県民に対し、がんに関する正しい知識

を普及するとともに、がんの早期発見・早期治療の重要性を啓発しました。

■ 10 月の「がん検診受診率 50％達成に向けた集中キャンペーン月間」に合わせ、

県民だより 10 月号に、がん検診の記事を掲載し、検診の受診促進を図りました。

■ がん検診精度管理委員会6及び胃がん、肺がん、大腸がん、乳がん、子宮がんの

５つの部会を開催し、市町のがん検診の実施状況、精度管理指標等の把握・検討

を行いました。

■ 乳がん検診に従事する医師、診療放射線技師を対象としたデジタルマンモグラ

フィの読影、撮影の講習会を開催し、医療従事者の資質向上とがん検診の精度向

上を図ります。

■ がん検診に従事する医師を対象としたがん検診医師研修会を開催し、がん検診

の最新の知識及び技能を修得しました。

■ 胃がん検診に従事する放射線技師を対象とした胃がん検診エックス線撮影従事

者講習会を６回開催し、放射線技師の資質向上とがん検診の精度向上を図ります。

■ がん検診細胞診に従事する細胞検査技師等を対象としたがん細胞診従事者講習

会（肺がん、子宮がん）を Web 方式で３回開催し、細胞検査技師等の資質向上と

がん検診の精度向上を図りました。

■ 静岡がんセンターでは、市町のがん検診担当者研修会を開催し、市町のがん検

診の精度管理の向上を図りました。

項目
基準値

（平成 28 年）

昨年度

（令和元年）

最新値

（令和２年）

目標値

（令和５年）
進捗状況

肝炎ウイル

ス検査の受

検者数

Ｂ型 40,492 人

Ｃ型 40,050 人

Ｂ型 42,966 人

Ｃ型 43,396 人

Ｂ型 35,629 人

Ｃ型 36,136 人

Ｂ型Ｃ型共に

40,000 人以上
現状維持

6 がん検診精度管理委員会：市町が実施しているがん検診について、検診の実施方法の在り方等について専門的な見地
から適切な指導を行うために県が設置した会議体。
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（目標への進捗状況）

○ 検診５がんの精密検査7受診率 90％以上を目指します。

出典：地域保健・健康増進事業報告

⇒ 胃がん、肺がん、子宮頸がん検診の精密検査受診率は前年度を下回り、大腸がん、

乳がん検診の精密検査受診率は、前年度を上回りました。

目標値である 90％には達していないため、引き続き精密検査を受診する意義等に

ついて、受診者に理解を得られるように努め、精密検査の受診促進に取り組みます。

Ⅱ 患者一人ひとりに合わせたがん医療の実現

５ がん診療連携拠点病院等の整備

（令和４年度の取組等）

■ 国の新たな「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」（平成 30 年 7 月）

（以下「国指針」という。）に基づいたがん診療連携拠点病院8等の指定が平成 31

年４月１日から始まり、県内 12 の既指定病院においては、継続して指定されて

おります。

■地域がん診療連携拠点病院（高度型）9の新規指定として、磐田市立総合病院を

国に推薦し、令和４年４月１日に新規指定されました。令和４年４月１日現在、

県内の地域がん診療連携拠点病院（高度型）は４施設となりました。

■国の指針改正を受け、県独自で指定している静岡県地域がん診療連携推進病院10

及びがん相談支援センター設置病院11の指定要件についても厳格化するため、令

和元年度、国指針に準拠するよう各指針の改正を行いました。令和４年４月１日

現在、静岡県地域がん診療連携推進病院を８施設、がん相談支援センター設置病

院を２施設指定しています。

■ 11 月 11 日付けで、富士市立中央病院と中東遠総合医療センターを地域がん診

療連携拠点病院として、国に推薦を行いました。

7 精密検査：がん検診の結果、がんかもしれないと判定された人が、がんがあるかないかさらに詳しく調べるために医

療機関を受診して受ける検査。
8 がん診療連携拠点病院：専門的ながん医療の提供、地域のがん診療の連携協力体制の整備、患者・住民への相談支援

や情報提供等の役割を担う病院として、国が定める指定要件を踏まえて都道府県知事が推薦し厚生労働大臣が指定した

病院。がん診療連携拠点病院には、各都道府県で中心的役割を果たす「都道府県がん診療連携拠点病院」と、都道府県

内の各地域（２次医療圏）で中心的役割を果たす「地域がん診療連携拠点病院」がある。
9 地域がん診療連携拠点病院（高度型）：同一保健医療圏の地域がん診療連携拠点病院のうち、診療実績が最も優れてい

る病院。
10 静岡県地域がん診療連携推進病院：拠点病院等とその同一保健医療圏で連携してがん診療に携わり、地域がん診療病

院に準ずるがん診療機能を有する、静岡県知事が指定する病院。
11 がん相談支援センター設置病院：賀茂・熱海伊東医療圏のうち、がんの相談支援を行う機能を有する部門を設置する

静岡県知事が指定する病院。

項目
基準値 昨年度報告

(平成 30 年)

最新値
(令和元年)

目標値
(令和５年)

進捗状況
(平成 27 年) (平成 28 年) (平成 29 年)

胃 が ん 検 診 76.1％ 83.6％ 73.0％ 72.2％ 71.0％

各がん検

診 90％

以上

現状維持

肺 が ん 検 診 79.2％ 86.9％ 81.8％ 83.6％ 82.1％

大腸がん検診 66.4％ 70.8％ 65.9％ 64.9％ 66.6％

乳 が ん 検 診 83.9％ 86.1％ 74.0％ 82.4％ 84.5％

子宮頸がん検診 50.4％ 79.0％ 60.5％ 66.7％ 64.4％
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■ 静岡県がん診療連携推進協議会を Web 方式で開催しました。協議会では、県か

ら地域がん診療連携拠点病院（高度型）の推薦、県内のがん検診の状況、妊孕性

温存療法支援事業等の説明を行い、各種情報を共有しました。

また、がんゲノム医療部会をこの協議会の下へ設置し、ゲノム医療へ県内の医

療機関が参加しやすい環境を作っていくこととしました。

■ 今年２回目となる協議会を Web 方式で開催しました。協議会では令和４年８月

１日付で発出された「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」に基づき、

関係医療機関への基準解説、県協議会の機能強化への対応が議論されました。

また、協議会の下に希少がん部会を追加設置することが決定されました。

■ 静岡県がん診療連携協議会の下部にある支持療法部会、相談支援部会、緩和ケ

ア部会、小児・ＡＹＡ世代12がん部会を Web 方式で開催し、各病院の課題、先進的

な取組等の共有化やＰＤＣＡについて、理解の促進を図りました。

■ 静岡がんセンター公開講座 2022 において、がんの最新治療等について講演を行

いました。

（目標への進捗状況）

○ 県内のがん診療連携拠点病院等 12 病院は、今後も新しい国指定要件を満たします。

出典：県疾病対策課調べ

⇒ 目標値は達成していますが、既存の指定病院が継続して指定要件を充足できるよ

う、今後も病院の現地確認や助言等の支援を実施します。

６ 手術療法、放射線療法、薬物療法及び免疫療法の推進

（令和４年度の取組等）

■ 県独自事業「がん医療均てん化推進事業費助成」により、磐田市立総合病院に

対し、手術支援ロボット「ダヴィンチ」への設備整備助成を行いました。

■ 静岡がんセンターでは、高精度放射線治療装置を導入し、正常組織への照射リス

クが下がり、より効果的な治療が可能となりました。

■ 静岡がんセンターでは、化学療法センターを 52 床に増床し、より多くの外来化

学療法ができるよう対応しました。

■ 静岡がんセンターでは、薬物療法を受ける患者さん向けの心構えや副作用の対

処法を解説した「処方別がん薬物療法説明書」（静岡がんセンターが公開）にて

解説されている薬物療法の種別、155 種（令和４年９月末日現在）をホームページ

で公開しました。

■ 静岡がんセンターでは、臨床研究中核病院の承認に係る医師主導治験や特定臨

項目
基準値

（平成 29 年）

昨年度報告
(令和３年)

最新値
（令和４年）

目標値
（令和５年）

進捗状況

国指定要件を満たすがん

診療連携拠点病院及び

地域がん診療13病院の数

12 施設 12 施設 12 施設 12 施設 目標達成

12 AYA世代：おおよそ 10 歳代半ばから 30 歳代の思春期及び若年成人のこと。Adolescent and Young Adult の略。
13 地域がん診療病院：がん診療連携拠点病院が無い保健医療圏に厚生労働大臣が指定する病院。隣接する圏域のがん診

療連携拠点病院と連携して専門的ながん医療を提供する。



8

床研究等に取り組みました。

■ 静岡がんセンターでは、手術支援ロボット・ダヴィンチ手術の診療科を拡大し、

２台から３台体制に整備しました。

（目標への進捗状況）

○ 診療報酬の施設基準を満たした放射線療法チームが設置された国・県指定拠点

病院等を 20 施設整備します。

○ 専門性が高く、効果的な薬物療法を安全に実施できるがん薬物療法専門医14を

国・県指定拠点病院等に配置します。

※県立静岡がんセンター、県立総合病院、浜松医科大学医学部附属病院、聖隷浜松病院、
浜松医療センター、磐田市立病院、中東遠総合医療センター
出典：東海北陸厚生局ホームページ、県疾病対策課調べ

⇒ 放射線治療専任加算の施設基準届出病院数は、昨年度報告値と同数の15施設でし

たが、がん薬物療法専門医が常勤する国・県指定拠点病院等数は、昨年度報告値の

５施設から１施設減少しました。目標値達成に向け、引き続きがん放射線療法の施

設・設備整備の助成を行うほか、薬物療法専門医が、国・県指定拠点病院等に常勤

で配置されていない病院に対し配置を促す等、医療体制の充実に向けた支援を実施

します。

７ がんゲノム医療体制の構築とプロジェクト HOPE の推進

（令和４年度の取組等）

■ 令和２年４月１日より、静岡がんセンターが、がんゲノム医療の中心的役割を

果たす病院として、｢がんゲノム医療中核拠点病院15｣に指定されています。

※令和４年３月 31 日現在、がんゲノム医療中核拠点病院は全国で 12 施設指定

■ 令和４年３月 31 日現在、がんゲノム医療連携病院16として、県内４つのがん診

療連携拠点病院が静岡がんセンターと連携しています。また、静岡県立こども病

院は、国立成育医療研究センター（がんゲノム医療拠点病院17）と連携しています。

■ 平成 26 年１月に開始した「プロジェクト HOPE18」には、令和４年９月 30 日現

在、10,395 症例が参加し、9,310 症例の解析を行っています。

■ 遺伝子パネル検査が公的医療保険の適応となった令和元年６月以降、複数の専

項目
基準値

（平成 29 年）

昨年度報告
(令和３年)

最新値
（令和４年）

目標値
（令和５年）

進捗状況

放射線治療専任加算の

施設基準届出病院数
12 施設 15 施設 15 施設 20 施設 現状維持

がん薬物療法専門医が

常勤する国・県指定拠

点病院等数

５施設 ４施設 ７施設※ 10 施設 数値改善

14 がん薬物療法専門医：日本臨床腫瘍学会が認定する専門医。がんに対する薬物療法において高度な知識や技量、経験

を持つ医師。
15 がんゲノム医療中核拠点病院：全国のがんゲノム医療の中核となる施設として厚生労働大臣が指定する病院。2022 年

４月１日現在、全国に 12 施設指定されている。
16 がんゲノム医療連携病院：がんゲノム医療中核拠点病院又はがんゲノム医療拠点病院と連携してがんゲノム医療を提

供する病院。
17 がんゲノム医療拠点病院：自施設でがんゲノム医療を完結できる施設として厚生労働大臣が指定する病院。
18 プロジェクト HOPE：平成 26 年より県立静岡がんセンターで開始した、手術で取り出したがん組織や血液中の細胞か

ら遺伝子変異及びタンパク質や代謝産物の変化等の解析を行い、新しいがん診断・治療開発につなげるプロジェクト
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門家で構成されるエキスパートパネルは、概ね 40 名の医師・看護師・研究者参加

のもと、計 130 回実施されています。（令和４年９月 30 日現在）

■ がんゲノム医療部会を、静岡県がん診療連携推進協議会の下へ設置し、ゲノム

医療へ県内の医療機関が参加しやすい環境を作っていくこととしました。（再掲）

■ 令和３年 10 月より、AMED（日本医療研究開発機構）の「全ゲノム解析による患

者還元体制構築研究」に、静岡がんセンターの「8,000 症例マルチオミクス解析の

経験にもとづく、全ゲノム解析の患者還元に関する研究」が採択され、２年間の研

究を行っています。

（目標への進捗状況）

○ がんゲノム医療を実施することが可能ながん診療連携拠点病院を確保します。

※ 県立静岡がんセンター、県立総合病院、浜松医科大学医学部附属病院、聖隷三方原病

院、浜松医療センター、県立こども病院

出典：厚生労働省ホームページ

⇒ 国の指針に基づくがんゲノム医療を実施することが可能な県内のがん診療連携

拠点病院等の数は、昨年度報告値の７施設から１施設減少しました。目標値達成に

向け、がんゲノム医療中核拠点病院である県立静岡がんセンターを中心に関連病院

と連携を密にし、引き続き機器整備の助成や人材育成に努めます。

８ 医療安全対策の推進

（令和４年度の取組等）

■ 国の新たな「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」（平成 30 年 7 月）

に、医療に係る安全管理の要件が新設され、県内 12 の全ての国指定病院で要件

の充足を確認しています。

９ 多職種チーム医療の推進

（令和４年度の取組等）

■ 静岡県がん診療連携協議会の下部組織に支持療法部会、相談支援部会、緩和ケ

ア部会、小児・ＡＹＡ世代がん部会を設置して、Web 方式の部会にて、部会ごとに

静岡がんセンターで進めてきた多職種チーム医療について、ノウハウ・意識を共

有しました。

■ 医科歯科連携推進委員会を開催し、医科歯科連携の課題及び病院歯科が設置さ

れていない地域医療支援病院との医科歯科連携体制の整備について協議し、がん

診療連携拠点病院等と院内外の歯科医師との医科歯科連携の強化を図りました。

項目
基準値

（平成 29 年）

昨年度報告

(令和３年)

最新値
（令和４年）

目標値
（令和５年）

進捗状況

国の指針に基づくがんゲ

ノム医療を実施すること

が可能な県内のがん診療

連携拠点病院等の数

０施設 ６施設 ６施設※ 20 施設 現状維持
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10 がんに関するリハビリテーション・形成外科・補填医療の普及

（令和４年度の取組等）

■ 「若年がん患者等支援事業費助成」として、がん患者医療用補整具（医療用ウ

ィッグ、補整下着、人工乳房）購入支援制度により、がん患者を支援しました。

■ 静岡がんセンターでは、がん患者のリハビリテーションの研修会を Web 方式で

開催し、医療従事者の質の向上を図りました。

11 がん治療に伴う支持療法の推進

（令和４年度の取組等）

■ 令和４年度は、県内３会場にて、リンパドレナージ（むくみを軽減させるため

のケア）技術研修を開催しました。

■ 静岡県がん診療連携協議会の下部組織に支持療法部会を設置し、がん治療に伴

う支持療法の推進に取り組んでいます。

令和３年度は、周術期口腔機能管理19の推進と抗がん剤治療に関する患者説明ツ

ールの統一化を目標に、各病院で活動計画を立案し、進捗状況を支持療法部会で

共有しています。特に、年 1回行っている意見交換会では、優れた取組を紹介し、

自施設での取組の参考にする機会になっています。 
■ 静岡がんセンターでは、静岡県歯科医師会・静岡県歯科衛生士会と連携して、

歯科医師・歯科衛生士等を対象にがん患者口腔ケア研修会を開催し、がん患者の

口腔ケア及び口腔機能管理の推進を図りました。

12 希少がん、難治性がん治療のための連携の推進

（令和４年度の取組等）

■ 国立がん研究センターがん情報サービスが実施している「施設別がん登録件数

検索システム」を活用し、希少がんの医療機関情報などの情報提供を適宜行って

います（県内では、静岡がんセンターと聖隷浜松病院に同システムを導入）。

■ がん診療連携拠点病院の相談員が、「施設別がん登録件数検索システム」活用の

ための説明会・ワークショップに参加し、相談・情報提供の質の向上を図りまし

た。

■ がん診療連携拠点病院等では、希少がん20や難治性がん21の患者に、適切な緩和

ケア等を実施しています。

19 周術期口腔管理：全身麻酔下手術や抗がん剤等の化学療法、放射線療法等を受ける患者に対し、全身麻酔時に生じう

るトラブルの軽減、治療後の合併症の予防を目的として術前・術後に歯科治療や口腔管理を行うこと。それにより術後

の早期回復が促され、治療効果の向上や入院期間が短くなる等、様々な効用が期待される。
20 希少がん：人口 10 万人あたり６例未満と発生頻度が低く、症例が少ないために診断・治療等、診療上の課題が他の頻

度の多いがんに較べて大きいがんの総称。
21 難治性がん：治りにくいまたは再発しやすいがんのこと。
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13 小児がん、ＡＹＡ世代のがん医療の整備

（令和４年度の取組等）

Ａ 小児がん

■ 平成 31 年４月１日から、県立こども病院が、全国に 15 施設ある国の小児がん

拠点病院22に指定されています。

■ 小児がんの早期発見と診断につながるよう、令和元年８月に患者団体の協力の

もと、静岡県がん診療連携協議会小児・ＡＹＡ世代がん部会にて、「小児がんハン

ドブック静岡県版」を作成しています。また、ハンドブックの内容を電子カルテ

上で参照できるよう、PDF データを県疾病対策課 HP に掲載しています。

Ｂ ＡＹＡ世代（思春期・若年成人）のがん

■ 「若年がん患者等支援事業費助成」として、妊孕性温存治療（精子、卵子、受

精卵又は卵巣組織の凍結保存）及び温存後生殖補助医療（凍結した精子、卵子又

は受精卵を用いた生殖補助医療）を実施したがん患者を支援しています。

■ 「若年がん患者等支援事業費助成」として、小児・若年がん患者在宅療養生活

（訪問介護、訪問入浴介護、福祉用具貸与・購入）支援制度により、終末期がん

患者を支援しています。

■ 妊孕性温存治療支援については、令和３年度から国の「小児・ＡＹＡ世代のが

ん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業」が開始されましたが、県制度と支援内

容や対象に相違があります。県では、現行の補助水準を維持するため、県独自の

補助を実施し、若年がん患者を支援しています。

■ 静岡がんセンター、静岡県立こども病院、静岡県がん診療連携協議会の下部組

織である「小児・ＡＹＡ世代がん部会」は、共催でＡＹＡがんの社会啓発を目的と

する「AYAweek2022」として、研修会、ワークショップやミニシンポジウム等を Web

方式で開催しＡＹＡ世代のがんに関する正しい知識の普及啓発を図りました。

■ 小児・ＡＹＡ世代がん部会では、小児がん患者が療養中に適切な教育を受ける

ことができるよう医療機関・学校との連携推進を図りました。

（目標への進捗状況）

○ 静岡県小児がん拠点病院である静岡県立こども病院は、国の新しい小児がん拠

点病院の指定要件を満たすことを目指します。

出典：県疾病対策課調べ

⇒ 平成 31 年４月１日付けで静岡県立こども病院が、国の小児がん拠点病院に指定

され目標を達成しましたが、引き続き指定更新が受けられるよう院内体制の充実を

図り、その取組を支援します。

項目
基準値

（平成 29 年）
昨年度報告
（令和３年)

最新値
（令和４年）

目標値
（令和５年）

進捗状況

国の新しい小児がん拠点

病院の整備指針を満たす

小児がん診療を行う病院

の数

0施設 １施設 １施設 １施設 目標達成

22 小児がん拠点病院：地域において小児がん医療及び支援を提供する中心施設として厚生労働大臣が指定する病院。地

域ブロック単位（静岡県：東海北陸ブロック）で全国に 15 施設指定されている。
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14 高齢者のがん医療の検討

（令和４年度の取組等）

■ 静岡がんセンターでは、ダヴィンチ手術、内視鏡手術に加えて、高精度放射線

治療を導入して「低侵襲治療」の中心施設としての機能を拡充しました。

15 病理診断の均てん化

（令和４年度の取組等）

■ 静岡県病理医会症例検討会等において、希少症例及び診断困難症例を中心とし

た症例検討を行い、症例情報や診断法を共有するなど病理診断の均てん化を図り

ました。なお、集合形式で３回計画した「がん専門病理医の養成研修」について

は、新型コロナウイルス感染予防の観点から Web 方式での開催となりましたが、

県内だけでなく多くの参加者を得ることができました。

16 がん登録の活用

（令和４年度の取組等）

■ 全国がん登録の平成 28 年、平成 29 年症例の公表に向けた作業を行いました。

（目標への進捗状況）

○ 全国がん登録の高い精度を維持します。

ＤＣＮ ：がん死亡の情報のみで登録された割合
ＤＣＯ ：がん死亡の情報のみで登録され、追加調査を行っても詳細が不明な割合
Ⅰ/Ｍ比：罹患死亡比のことで、推計罹患者数／死亡者数で算出
出典：静岡県地域がん登録及び全国がん登録

⇒ 現時点では、全ての項目で目標を達成していますが、引き続き精度の高い全国

がん登録を着実に実施し、効果的ながん対策に活用できるよう情報提供に努めま

す。

17 臨床試験（治験）の充実

（令和４年度の取組等）

■ 静岡がんセンターを中心に、地域がん診療連携拠点病院と連携し、がん領域の

治験実施体制の強化を図りました。

項目

基準値

(平成 25 年

症例)

昨年度報告

(平成 30年

症例)

最新値

(令和元年

症例)

目標値

令和５年

まで毎年

進捗状況

がん登録における全部

位がんのＤＣＮ割合
9.8％ 3.5％ 3.3％ 20％未満 目標達成

がん登録における全部

位がんのＤＣＯ割合
7.1％ 2.6％ 2.4％ 10％未満 目標達成

がん登録における全部

位がんのＩ/Ｍ比
2.2 2.6 2.6 2.0 以上 目標達成
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■ 県内 28 病院で構成する静岡県治験ネットワークでも、治験従事者を対象にが

ん領域の講習会を毎年開催し、各病院の治験実施体制の充実を支援しました。

Ⅲ がん患者とその家族の安心できる暮らしの支援

18 緩和ケアの充実

（令和４年度の取組等）

■ 県内 15 のがん診療連携拠点病院等で緩和ケア研修会を開催し、医師、歯科医

師、看護師、薬剤師など 334 人が受講しました。

■ 静岡がんセンターでは、県内の看護師を対象とした緩和ケア研修会を Web 方式

で開催し、緩和ケアの推進を図りました。

■ 静岡がんセンターでは、在宅緩和ケアを推進するため、看護師等を対象とした

研修会を Web 方式で開催しました。

■ 各地域薬剤師会では、「薬剤師の在宅訪問」が可能な薬局のリストを作成し、

医療機関のほか、関係者へ配布し情報共有を図っています。

（目標への進捗状況）

○ がん診療連携拠点病院等において、がん患者の主治医や担当医等、がん診療に

携わる全ての医師が緩和ケア研修を修了します。

○ 診療所医師の緩和ケア研修修了者の増加を目指します。

出典：静岡県緩和ケア研修修了者名簿

⇒ がん診療連携拠点病院等に勤務する医師のうち、緩和ケア研修会を修了した者

の割合が、昨年度報告値の 68.4%から 0.5％増加しましたが、基準値を下回ってい

ます。引き続き、目標達成に向け、関係機関との連携を密にし、がん診療連携拠点

病院等の医師（臨床研修医含む）及び診療所医師に対し緩和ケア研修を受講する

よう働きかけ、がん診療に緩和ケアを組み入れた体制の整備・充実を図ります。

19 相談支援の充実

（令和４年度の取組等）

■ がん診療連携拠点病院等では、患者やその家族が利用しやすいように相談支援

センターの環境整備に努め、院内のがん相談支援センターの利用促進を図りまし

た。

■ 静岡県がん診療連携協議会の下部組織の相談支援部会において、就労に関する

項目
基準値

（平成 29 年）

昨年度報告
(令和３年)

最新値
（令和４年）

目標値
（令和５年）

進捗状況

がん診療連携拠点病院

等に勤務する医師のう

ち、緩和ケア研修会を

修了した者の割合

80％

（18 病院）

68.4％

（23 病院）

68.9％

(23 病院)
90％ 現状維持

診療所の医師のうち緩

和ケア研修会を修了し

た者の累計人数

201 人 243 人 250 人 562 人 数値改善
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相談員のスキルアップ等についての研修などを行いました。

■ 静岡がんセンターでは、集合型式で開催予定していた就労に関する相談員ワー

クショップの開催を、新型コロナウイルス感染症の感染予防のため中止としまし

たが、Web 方式で「就労支援セミナー」を開催し、相談員の質の向上を図りまし

た。

■ 各がん相談支援センター等が関わり開催されている患者サロン等の情報更新を、

静岡県対がん協会が取りまとめ、リーフレットを関係機関に配架しました。

■ 静岡がんセンターでは、４つの柱（①診療の悩み、②身体の苦痛、③心の苦悩、

④暮らしの負担）に分けられる悩みを有する患者、家族のケアに取り組むため、化

学療法センター、支持療法センター、患者家族支援センター、よろず相談の４大セ

ンター及び全人的医療の実践のための機能としての支持療法をはじめとする９大

機能体制で患者のサポートを行いました。

（目標への進捗状況）

○ がん診療連携拠点病院等は、自院のがん相談支援センターについて、がん患者

とその家族に周知ならびに利用促進を図ります。

出典：県疾病対策課調べ

⇒ 総相談件数の更なる増加を目指し、がん患者とその家族への周知を強化し、利

用促進を図ります。

20 医療連携の充実

（令和４年度の取組等）

■ 歯科医師、歯科衛生士、医師、看護師等を対象としたがん医科歯科連携研修会

を Web で開催し、地域の歯科医療機関が参画するがん患者の口腔機能管理につい

て知識の習熟を図りました。

■ 術前患者への医科歯科連携を推進し、手術目的入院前の患者に対する連携歯科

診療所等へ 431 件の紹介を行いました。

■ 「介護者のためのがん患者ケア研修」をＤＶＤと資料の配布による自己研修と

して実施しました。新型コロナウイルス感染症の感染予防のため、例年行ってい

る集合研修は中止しました。

■ がん看護専門研修をオンライン方式で開催しました。（再掲）

■ 静岡がんセンターの活動内容を県内外医療機関等へ提供し、医療連携を円滑に

行うために広報紙（季刊）「やまびこ」を発行しました。

更に、予約待ちや手術待ちの期間や診療科の紹介等を「やまびこ Monthly」とし

て毎月の発行を開始しました。

項目
基準値

（平成 28 年）

昨年度報告
(令和３年)

最新値
（令和４年

上半期）

目標値
（令和５年）

進捗状況

がん診療連携拠点病院

等の相談支援センター

（県内 23施設）での年

間総相談件数

53,139 件

（22 施設）

54,485 件

（23 施設）

38,879 件

(23 施設)

64,000 件

（23 施設）
数値改善
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21 県民に対するきめ細やかな情報提供

（令和４年度の取組等）

■ 「医療ネットしずおか」において、各医療機関が行う定期報告を通じて、がん

医療に関する年間手術件数や医療専門職の配置状況等の詳細な情報提供に努め

ています。

■ 薬物療法を受ける患者さん向けの心構えや副作用の対処法を解説した「処方

別がん薬物療法説明書」（静岡がんセンターが公開）にて解説されている薬物療

法の種別、148 種（令和４年３月 31 日現在）をホームページで公開しています。

（再掲）

■ 静岡がんセンターにおける取組を、報道機関の取材やプレスリリース、ホー

ムページ等で積極的に情報提供を行っているほか、県民向け市民公開講座として

静岡がんセンター公開講座 2022 において、「知りたい！聞きたい！がん医療」と

題し、がんの最新治療等について、Web 方式で講演を行いました（全７回）。

■ 長泉町が新たに取り組み始めた町民向けがん情報提供事業に対して、静岡が

んセンターが作成した情報冊子を提供しました。

■ 静岡がんセンターで作成した県民向け小冊子を院内図書館や院内の通路等の

イーゼルに配架し、手軽に手に取る形の情報提供を行いました。

また、患者、家族向け勉強会等も開催しています。

■ WEB 版地域の医療資源検索システム「あなたの街のがんマップ」を運用して、

自宅周辺を始め県内の医療機関、薬局、訪問看護ステーション等の情報を提供し

ました。

22 在宅医療の充実

（令和４年度の取組等）

■ 在宅ターミナルケアを実施している訪問看護ステーションに所属する看護師等

を対象に、在宅ターミナルケアの専門的な知識及び技術の修得のための研修会を、

東・中・西部の３会場で開催し、97 名が受講しました。

■ 訪問看護ステーションの看護師等を対象に、リンパドレナージの技術の修得の

ための研修会を、東・中・西部の３会場で開催し、64 名が受講しました。

■ 訪問看護ステーションに所属する看護師等の質の向上及び訪問看護ステーショ

ン間の連携強化のための研修会を、県内各地で開催し、36 事業所の計 256 名が受

講しました。

■ 「若年がん患者等支援事業費助成」として、小児・若年がん患者在宅療養生活

（訪問介護、訪問入浴介護、福祉用具貸与・購入）支援制度により、がん患者を

支援しています。（再掲）

■ 在宅緩和ケアを推進するため、看護師等を対象とした研修会を Web 方式で開催

しました。（再掲）

■ コロナ禍での面会制限対策として、地域の在宅医療・介護事業所スタッフとの

面談やカンファレンスをオンラインで実施しました。
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23 就労のための支援

（令和４年度の取組等）

■ 国が都道府県毎に設置する「地域両立支援推進チーム」に参画し、保健所と連

携した県民や事業所への理解促進や参画機関開催の各種講習会への案内等を実施

しました。

■ 治療や介護等と仕事の両立をテーマに経営者向けセミナーを開催し、事業所等

への周知啓発を図りました。

■ 静岡がんセンターでは、沼津ハローワークと協働でがん患者の就労相談会を毎

月火曜日に開催しました。

■ 静岡がんセンターでは、集合形式で開催予定していた就労に関する相談員ワー

クショップの開催を、新型コロナウイルス感染症の感染予防のため中止としまし

たが、Web 方式で「就労支援セミナー」を開催し、相談員の質の向上を図りまし

た。（再掲）

■ 静岡がんセンターは、令和３年 1月 1 日付けで、静岡県産業保健総合支援セン

ターと「治療と仕事の両立支援事業に係る協定書」を締結し、相談体制の強化を図

っています。

（目標への進捗状況）

○ すべてのがん診療連携拠点病院等で就労相談を実施できる体制を目指します。

出典：県疾病対策課調べ

⇒ 前年度に比べ就労相談を実施する施設数は増加しましたが、目標値には達して

いないため、引き続き、がん患者やがん体験者の就労に関して適切な支援を行える

よう、がん相談支援センターの機能強化を支援するとともに、静岡県がん診療連携

協議会の相談支援部会と連携し、就労支援に係るネットワークの強化を図ります。

24 患者団体等との連携・協働及び支援

（令和４年度の取組等）

■ がん診療連携拠点病院等は、患者団体と連携し、患者サロン23等を開催し、自由

に語り合える機会の場の提供支援を行っています。

■ 静岡県対がん協会が行っているピア・サポーター研修を受けた方を、各がん相

談支援センターが開催している患者サロン等に派遣しました。

また、各医療機関で開催されている患者サロンの情報更新を静岡県対がん協会

が取りまとめ、リーフレットを関係機関に配架しました。

■ 各相談支援センターでは、患者団体のリーフレットを配架するなどして、患者

項目
基準値

（平成 29 年）

昨年度報告

(令和３年)

最新値

（令和４年）

目標値

（令和５年）
進捗状況

就労相談を実施するがん

診療連携拠点病院等
７施設 15 施設 17 施設 全 23施設 数値改善

23 患者サロン：患者やその家族等、同じ立場の人が、がんのことを含めて気軽に語り合う交流の場のこと。「がんサロ

ン」と呼ばれることもある。
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会の情報提供を適宜行い、がん患者・家族の相談経路の選択枝を広げています。

■ 静岡県のがん教育を推進する会議体「がん教育に係る検討会」の委員として、

がん経験者に参加いただき、がん教育に関する検討を行っています。

Ⅳ 将来につながるがん対策の基盤づくり

25 ファルマバレープロジェクトを中心とする研究・開発の推進

（令和４年度の取組等）

■ 高齢者の健康寿命を延伸し、健康寿命が尽きた後の自立を支援し、寿命が尽きる

まで自立して過ごすことを可能にする「健康長寿・自立支援プロジェクト」を推進

しています。

■ 平成 30 年度から取り組んでいる「健康長寿・自立支援プロジェクト」のひとつ

の柱である「人生 100 年時代の住宅整備」の施策として、介護機器開発や施設・住

居等への導入など社会実装に繋げ、共同研究室として活用するファルマバレーセ

ンターモデルルーム「自立のための３歩の住まい」を広く県民に公開しています。

■ 令和４年８月に採択された国土交通省の住まい環境整備モデル事業を活用し、

「自立のための３歩の住まい」の標準モデルの構築による高齢者を支える住まい

の普及を促進しています。

■ がん医療の飛躍的発展と地域企業の活性化と雇用創出を目指す「ふじのくに先

端医療総合特区」は、令和３年度から本特区の区域に山梨県７市町も加わり、新た

な特区計画としてスタートしました。

26 静岡がん会議

（令和４年度の取組等）

■ 令和４年３月４日（金）に「静岡がん会議 2021」を Web 方式で開催しました。

■ 全国より企業、行政、医療福祉、金融、報道機関、教育研修など多岐に渡る幅

広い多くの方の関心を集め、がん治療を中心とした先端医療に取り組む総合特区

をはじめ、全国の医療健康産業特区の実績を紹介いただき、今後のがん医療の充

実・発展等に寄与しました。

■ 令和５年３月３日（金）に「静岡がん会議 2022」を Web 方式で開催します。

令和元(2019)年度
超高齢社会への備え

～最先端の住まいと福祉機器の開発に向けて～

令和２(2020)年度
高齢者の自立支援と理想の住環境

～医・福・住の連携に向けて～

令和３(2021)年度
がん治療を始めとした先端医療の推進・地域づくりへの取り組み

～総合特区で見つける医療健康産業の未来絵～



18

27 人材の育成

（令和４年度の取組等）

■ 乳がん検診に従事する医師、診療放射線技師を対象としたデジタルマンモグラ

フィの読影、撮影の講習会を開催し、医療従事者の資質向上とがん検診の精度向

上を図ります。（再掲）

■ がん検診に従事する医師を対象としたがん検診医師研修会を開催し、がん検診

の最新の知識及び技能を修得しました。（再掲）

■ 胃がん検診に従事する放射線技師を対象とした胃がん検診エックス線撮影従事

者講習会を６回開催し、放射線技師の資質向上とがん検診の精度向上を図りま

す。（再掲）

■ がん検診細胞診に従事する細胞検査技師等を対象としたがん細胞診従事者講習

会（肺がん、子宮がん）を Web 方式で３回開催し、細胞検査技師等の資質向上と

がん検診の精度向上を図りました。（再掲）

■ 静岡がんセンターでは、がん対策ネットワークのメーリングリストの活用等に

より、県内拠点病院、市町及び保健所、がん検診受診率の向上のための協定を結

んだ企業等へ拠点病院等が実施する各種研修の情報提供を行いました。

■ 静岡がんセンターでは、医師・歯科医師レジデント 34 名、多職種がん専門レ

ジデント６名、特定行為研修を組み込んだ認定看護師教育課程 48 名をそれぞれ

育成し、がん医療の様々な分野に必要な専門性の高い人材を育成しました。

28 がん教育の推進

（令和４年度の取組等）

■ 医療関係者、学識経験者、がん経験者、教育関係者を委員としたがん教育を推

進する会議体「がん教育に係る検討会」を 7月に開催し、がん教育の方向性、モ

デル校の取組計画の確認等を行いました。

■ 学校でのがん教育の充実を図ることを目的に、教職員を対象としたがん教育研

修会をモデル校にて開催しました。

■ 学校に公開している外部講師のリスト一覧の中から派遣依頼があった高等学校

1校、特別支援学校１校に講師を派遣しました。

■ 静岡がんセンターでは、県内全ての小学校５年生に喫煙防止（防煙）に関する

新しい下敷きを配布しました。（再掲）

■ 静岡がんセンターで作成した県民向け小冊子を院内図書館や院内の通路等の

イーゼルに配架し、手軽に手に取る形の情報提供を行いました。

また、患者、家族向け勉強会等も開催しています。

■ 静岡がんセンターは、管内の小学校へ講師（看護師）を派遣し、教師を対象に

がんについて講義を行いました。


